
　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
賞
は
将
来

を
期
待
さ
れ
る
優
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

対
象
と
し
た
賞
で
、
技
術
の
み
に
偏
ら
ず

音
楽
性
や
将
来
性
を
重
視
し
て
広
い
範
囲

か
ら
選
出
し
、
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副

賞
３
０
０
万
円
を
贈
っ
て
い
る
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
長
原
幸
太
氏
は
、

12
歳
で
東
京
交
響
楽
団
と
共
演
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
日
本
各
地
の
主
要
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
や
小
澤
征
爾
氏
、
故
・
岩
城
宏
之
氏
、

秋
山
和
慶
氏
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ボ
ッ
セ
氏

　

特
別
賞
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
ベ
ー
ス

に
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
を
対
象

と
し
た
賞
で
、
演
奏
家
に
限
定
せ
ず
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
中
か
ら
、
音
楽
文
化
の
発
展

に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
方
に
対
し
て
、

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副
賞
１
０
０
万
円

を
贈
っ
て
い
る
。

　

才
能
教
育
研
究
会
芸
術
監
督
の
豊
田
耕

兒
氏
は
、
ド
イ
ツ
正
統
派
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
放
送
交
響
楽

団
で
第
一
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
17
年

な
ど
の
名
指
揮
者
と
共
演
。
海
外
で
の
活

動
も
活
発
で
イ
ギ
リ
ス
の
音
楽
祭
に
招
か

れ
絶
賛
さ
れ
た
。

　

ソ
リ
ス
ト
や
室
内
楽
奏
者
と
し
て
優
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
首
席
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
や
ほ
か
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
客
演

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
し
て
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
好
ま
し
い
生
命
を
吹
き
込
ん
で
い

る
活
動
が
今
回
高
く
評
価
さ
れ
た
。

間
務
め
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
芸
術
大
学
で
21

年
間
後
進
の
指
導
に
当
た
る
な
ど
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
活
躍
。
そ
の
後
、
日
本
で
草
津
夏

期
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ

ヴ
ァ
ル
の
創
立
お
よ
び
音
楽
監
督
や
群
馬

交
響
楽
団
の
音
楽
監
督
と
し
て
も
多
大
な

成
果
を
収
め
、
現
在
も
精
力
的
に
後
進
の

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

（
長
原
氏
、
豊
田
氏
は
今
号
の「
ト
ー
ク
ス
ク
エ
ア
」

に
ご
登
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
生
命
を
吹
き
込
む

日
欧
で
精
力
的
に
後
進
の
指
導
に
当
た
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
賞　

長な

が

は

ら原 

幸こ

う

た太
氏

特
別
賞　

豊と

よ

だ田 

耕こ

う

じ兒
氏
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第 21回新日鉄音楽賞
贈呈式・受賞記念コンサート

松下功『マントラ』ほか2曲を演奏受賞の喜びを語る豊田氏（中央）

7月 6日、東京・千代田区の紀尾井ホールで「第 21回新日鉄音楽賞」の贈呈式
と受賞記念コンサートが行われた。フレッシュアーティスト賞にヴァイオリニスト
の長原幸太氏、特別賞にヴァイオリニストで（社）才能教育研究会芸術監督の豊田
耕兒氏が輝いた。新日鉄音楽賞は1990年、新日鉄創立20周年と新日鉄コンサート
放送 35周年を記念して設けられたもので、新日鉄グループは日本の音楽文化の
発展と、将来を期待される音楽家の一層の活躍を支援している。



若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

総
勢
24
人
の
奏
者
が
結
集

　

今
回
の
第
20
回
記
念
公
演
は
、
3
夜
連
続

の
コ
ン
サ
ー
ト
と
3
つ
の
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

で
構
成
さ
れ
、
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
総

勢
24
人
の
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
が
結
集
し
た
。
メ

イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
室
内
楽
に
欠
か
せ

な
い
ヴ
ィ
オ
ラ
の
技
を
聴
く「
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
妙
」、
古
今
の
ヴ
ィ
オ
ラ
協
奏
曲
を
聴
く

「
ザ
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」、
無
伴
奏
か
ら
ヴ
ィ
オ

ラ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ま
で
名
手
た
ち
に
よ
る

ヴ
ィ
オ
ラ
尽
く
し
の
祭
典「
ヴ
ィ
オ
ラ
、
ヴ
ィ

オ
ラ
、
ヴ
ィ
オ
ラ
〜
ヴ
ィ
オ
ラ
万
歳
！
」と
題

し
、
ヴ
ィ
オ
ラ
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
光
を

当
て
た
。

　

ま
た
ミ
ニ･

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
世
界
へ
の

躍
進
が
目
覚
ま
し
い
ア
ジ
ア
の
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者

を
紹
介
す
る「
今
井
信
子
と
ア
ジ
ア
ン
・
フ
レ

ン
ズ
」、
コ
ン
サ
ー
ト
豪
華
出
演
者
た
ち
が
講

師
と
な
り
公
演
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
公
開

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
の
優
秀
な
受
講
生
が
演
奏
を

披
露
す
る「
ラ
イ
ジ
ン
グ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

コ
ン
サ
ー
ト
」、
第
1
回
東
京
国
際
ヴ
ィ
オ
ラ

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
が
さ
ら
に
腕
に
磨
き
を

か
け
て
贈
る「
マ
ー
ロ
フ
＆
ヘ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン 

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
」な
ど
、
今

後
の
音
楽
界
を
展
望
す
る
公
演
と
な
っ
た
。

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る

ヴ
ィ
オ
ラ
の
祭
典
へ
と
発
展

　

ヴ
ィ
オ
ラ
ス
ペ
ー
ス
は
１
９
９
２
年
、
国

際
的
に
活
躍
す
る
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
の
今
井
信

子
氏
を
中
心
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
中
で
も

目
立
た
な
い
楽
器
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
強
い

ヴ
ィ
オ
ラ
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
く
伝
え
、
次

代
を
担
う
若
い
演
奏
家
た
ち
を
育
成
す
る
目

的
で
始
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
20
年
、
日
本
を

代
表
す
る
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
や
国
内
外
の
ゲ
ス

ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
創
造
的
な
演
奏
を
繰

り
広
げ
、
世
界
に
も
類
を
見
な
い
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
溢
れ
る
ヴ
ィ
オ
ラ
の
祭
典
へ
と
発
展

し
た
。
ヴ
ィ
オ
ラ
ス
ペ
ー
ス
の
歩
み
を
振
り

返
り
、
今
井
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
こ
ん
な
に
も
長
く
続
く
と
は
当
初
は
正
直

な
と
こ
ろ
、
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

世
界
中
を
見
回
し
て
も
ヴ
ィ
オ
ラ
に
特
化
し

た
シ
リ
ー
ズ
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

ヴ
ィ
オ
ラ
仲
間
た
ち
の
、
ヴ
ィ
オ
ラ
へ
の
情

熱
の
賜
物
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
私
た
ち
は
常
に
前
向
き
に
、
新
し
い
こ

と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

で会いましょう
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今年で20回の節目を迎えたヴィオラの祭典「ヴィオラスペース2011」（主催：
テレビマンユニオン）が5月27～29日の3日間、東京・千代田区の紀尾井
ホールで開催された。最終日には皇太子殿下がご臨席され、国内外の
豪華メンバーによるヴィオラの夢の競演に惜しみない拍手を送られた。

第 20回記念公演
ヴィオラスペース2011
皇太子殿下ご臨席のもと
夢の競演を繰り広げる

ヴィオラの祭典を堪能された皇太子殿下ヴィオラ八重奏

今井信子氏（左から2番目）と次世代奏者

キム・カシュカシアン氏と桐朋学園オーケストラ ©藤本史昭

©藤本史昭

©藤本史昭
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